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序

士岐市は、美濃地方東部の土岐川中流部に位置し、海抜200～300ｍの緩やか

な丘陵地帯がつづいています。丘陵部のいたる所では平安時代から鎌倉時代の

古窯跡が見つかっています。古代からの窯業地として綿々とその伝統を受け継

ぎ、安士桃山時代に見事に開花します。元屋敷窯などで焼かれた「織部」や

「志野」といったやきものは、時代を代表するものです。今曰でも「やきもの

の町」として全国に知られています。

このたびの中央自動車道西宮線土岐ジャンクションの建設に伴い、事業の範

囲にかかる遺跡について記録保存をすることとなりました。本報告書は平成１３

年度に実施した「九石古窯跡群」の発掘調査の成果をまとめたものです。

今回の調査では、鎌倉時代初頭と考えられる４基の山茶碗を焼いた古窯跡お

よび轆轤を使った工房跡など、当時のやきものづくりの様子を物語る遺構を検

出しました。四つ葉の形をした四葉硯や人物を模した人物像頭部など全国的に

もめずらしい遺物も見つかっています。山茶碗以外にも「古瀬戸」の草創期に

あたる豊富な器種が見つかり、古瀬戸草創期の様子をうかがい知る上で貴重な

資料となりました。

本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研究の一

助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまし

て、多大な御支援・御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、土岐市

教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成15年12月

財団法人岐阜県教育文化財団

理事長曰比治男



例ロ

１本書は、土岐市泉町久尻に所在する九石古窯跡群（岐阜県遺跡番号21212-07937,09642～09644）

の発掘調査報告書である。

本調査は、中央自動車道西宮線土岐ＪＣＴ建設事業に伴うもので、日本道路公団から岐阜県が委

託を受けた。発掘調査及び整理作業は財団法人岐阜県文化財保護センター（現財団法人岐阜県

教育文化財団文化財保護センター）が実施した。

２

３発掘調査は、伊藤秋男南山大学教授の指導のもとに、平成１３年度に実施した。

４発掘調査及び整理作業の担当などは本書第１章第２節に一括掲載した。

５本書の執筆は、第２章第１節は藤岡比呂志が、第５章を除くそれ以外は澤村雄一郎が行った。ま

た編集は澤村が行った。

６発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削などの業務及び地形測量、磁気探査、空中写真測

量と遺物の洗浄・注記は、㈱イビソクに委託して行った。

７遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

８考古地磁気測定、炭化材の樹種同定、胎士分析は㈱パレオ・ラボに委託して行った。結果は、第

５章に掲載した。また轆轤ピットの保存処理は、山梨文化財研究所に委託して行った。

９発掘調査および報告書の作成にあたって、次の方々や機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である（敬称略・五十音順)。

荒)Ⅱ孝志、井上喜久夫、今井静夫、岩井立弥、岩下英治、岡本直久、小木曽郁夫、小澤一弘、加藤

真司、金子健一、河合君近、纐纈茂、荘景輝、高橋健太郎、田口昭二、中嶌茂、長瀬未左子、楢

崎彰一、林順一、藤澤良祐、三宅唯美

（財）瀬戸市埋蔵文化財センター、（財）多治見市文化財保護センター、土岐市教育委員会、（財）

土岐市埋蔵文化財センター

１０本文中の方位は、国士座標第Ⅶ系の座標北を示している。

１１士層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄1997『新版標準士色帖」（日本色研事業株式会社）

による。

１２調査記録及び出土遺物は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。



目次

序

例言

第１章調査の経緯…･………･……………………………………………………………………………．

第１節調査に至る経緯……………･………………………･………………･…………………………

第２節発掘調査の経緯……………･………………………………………･…………………….……

１
１
１

第２章遺跡の環境…..………………･……………………･…………………………………………･…・５

第１節地理的環境・…………………………………………………………………･………………･…５

第２節歴史的環境…･……………………………………･………………･……………………………５

８
８
８
８

第３章基本層序と遺構・遺物の概要…･……………………………………･……………………･……

第１節基本層序……………………･…………･………………………………………………………．

第２節遺構の概要…･………………………………………………….…………………………….…

第３節遺物の概要……………･………………………………………………………･…….…………

１
１
５
９
６
１
４
７
９

１
１
１
１
２
３
３
５
６

第４章遺構と遺物………………………･………………･………･………………………………………

第１節遺構の法量と遺物の分類……･…………………………･…………………………………･…

第２節九石８号古窯跡………………………･…………………………………………･……･………

第３節九石９号古窯跡・………………………………………･………………………………･………

第４節九石１０号古窯跡………………･……………･……………･…･……………………･…………・

第５節九石１１号古窯跡……………･…………………………………………･…………………･……

第６節九石８～11号古窯跡物原………･…………………………･……･……………………………

第７節その他の遺構（１）…………･………･…･………………………………………………………

第８節その他の遺構（２）……･…･……………………………………………………･………………

第８節その他の遺構（３）…………･……………………･…………..…………………………･…･… 7５

８
８
２
４

８
８
９
９

自然科学分析・…………………………………………………………………………………..…

九石古窯跡群出土山茶碗及び粘土の蛍光Ｘ線分析…………………(小村美代子）………

九石古窯跡群の焼成年代推定（熱残留磁化測定）……………………(藤根久）………

九石古窯跡群炭化材の樹種同定焼成年代推定……･……………･…･…(植田弥生）………

勝
即
儘
即
拮
即

章
１
２
３

５
第
第
第

第

第６章まとめ…･…………………………………………………･………………………………………・９６

参考文献

写真図版



挿図目次

第１図磁気探査の成果(磁気異常分布図)……………２

第２図グリッド設定､地形測量図及びトレンチ確認調

査の結果..…………………………………･……３

第３図九石古窯跡群と周辺の主な遺跡………………６

第４図基本層序…･……………………………･･………８

第５図九石古窯跡群全体図……………………………９

第６図８号古窯跡(ＭＩ８)窯体（１）…………………１４

第７図８号古窯跡(ＭＩ８)窯体（２）……･……………１５

第８図８号古窯跡(ＭＩ８)窯内出土遺物……………１６

第９図９号古窯跡(新･中)(ＭＩ９新･中)窯体（１）…１８

第１０図９号古窯跡(新･中)(ＭＩ９新･中)窯体（２）…１９

第１１図９号古窯跡(新)(ＭＩ９新)窯内出土遺物……２０

第１２図９号古窯跡(古)(ＭＩ９古)窯体（１）…………２２

第13図９号古窯跡(古)(ＭＩ９古)窯体（２）…………２３

第14図９号古窯跡(古)(ＭＩ９古)窯内出土遺物……２５

第15図１０号古窯跡(MIlO)窯内出土遺物（１）..…･…２７

第16図１０号古窯跡(MI10)窯体（１）.………･……･…２８

第17図１０号古窯跡(MIlO)窯体（１）..…………･……２９

第18図１０号古窯跡(MIlO)窯内出土遺物（２）………３０

第19図11号古窯跡(MI11)窯内出土遺物……………３１

第20図１１号古窯跡(MIll)窯体（１）……･…･……･…３２

第21図１１号古窯跡(MIll)窯体（２）…………………３３

第22図８Ａトレンチ断面図(北壁･南壁）……………３４

第23図９Ａトレンチ断面図(北壁･南壁）…..………･３５

第24図１０Ａトレンチ断面図(北壁･南壁）……………３６

第25図１１Ａトレンチ断面図(北壁･南壁）……………３７

第26図物原(ＭＩ８）出土遺物（１）……………………３８

第27図物原(ＭＩ８）出土遺物（２）……..…………･…３９

第28図物原(ＭＩ９新)出土遺物………･……･……･…４０

第29図物原(ＭＩ９古)出土遺物（１）…………………４１

第30図物原(ＭＩ９古)出土遺物（２）…･……………･･４３

第31図物原(ＭＩ９古改修時整地層)出土遺物……４４

第32図物原(MIlO)出土遺物…………………………４６

第33図物原(MIll)出土遺物・…………･……………･４７

第34図物原(帰属不明･ＭＩ８の可能性あり)出土遺物……４８

第35図物原(帰属不明･ＭＩ９古､中､新の可能性あり）出

土遺物･……………………･…………………･…４９

第36図物原(帰属不明･MIlOの可能性あり)出土遺物…５０

第37図物原(帰属不明･MIllの可能性あり)出土遺物…５０

第38図物原(帰属不明)出土遺物（１）……･……･…･…５２

第39図物原(帰属不明)出土遺物（２）．……･………･…５３

第40図物原(帰属不明)出土遺物（３）…………………５４

第41図物原(帰属不明)出土遺物（４）…･………･…･…５５

第42図物原(帰属不明)出土遺物（５）…………………５６

第43図土器集積（ｌ：ＳＸ２）出土遺物…………………５８

第44図士器集積（１：ＳＸ２、２:ＳＸ５）出土遺物……５９

第45図土器集積（３：ＳＸ３,４)出土遺物・……･…･……６０

第46図粘土溜（ｌ：ＳＫｌ、２：ＳＸｌ３､３：ＳＫ５）………６２

第47図粘土溜（ｌ：ＳＫｌ）出土遺物……………………６４

第48図粘土溜(１:ＳＫＬ２:SX13,3:SK5)出土遺物………６５

第49図轆轤ピット（ｌ:Pit８，２:Pit４，３:Pit６，４:SK4）…６６

第50図轆轤ピット（１:PitM:Pit６，４:SK4)出土遺物…６８

第51図廃棄士坑（ｌ：ＳＫ８）､士坑（ｌ：ＳＫｌＯ）………６９

第52図廃棄土坑(１:SK8)､士坑(１:SKlO)出土遺物（１）７０

第53図

第54図

第55図

第56図

第57図

第58図

第59図

第60図

廃棄士坑(１:SK8)､土坑(lMlO)出土遺物（２）７１

平場遺構（ｌ：ＳＸｌ）､粘土溜(４:SX11）……７２

廃棄士坑(２:ＳＫ２）､粘土溜（５:ＳＫ３）……７２

廃棄土坑(２：ＳＫ２）出土遺物…………………７３

廃棄土坑(２:SK2)､粘土溜(５:SK3)出士遺物…７４

ＳｉＯ２－Ａｌ２０３分布図．.……………･………９０

ＳｉＯ２－各元素分布図…………………………９０

各古窯跡床面焼土の残留磁化方向と広岡･藤澤

(1998)の考古磁気永年変化曲線の一部………9３

９号古窯跡(ＭＩ９)改修状況…………………１００

掘抜排士､掘抜排士下旧表土上出土遺物……1０１

第61図

第62図

次
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表

目
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｎ
Ｅ
ｕ

表
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

九石古窯跡群と周辺の主な古窯跡……………７

窯体の法量･……………………･………………･ｌ２

その他の遺構の法量…･…･…………………･…１２

遺構別碗の法量一覧．.………………･…………１３

遺構別皿の法量一覧……………………………1３

８号古窯跡(ＭＩ８)個体数．………………..…１７

９号古窯跡(新)(ＭＩ９新)個体数……………2１

９号古窯跡(古)(ＭＩ９古)個体数……………26

10号古窯跡(MIlO)個体数.…………･………･30

11号古窯跡(MIll)個体数．…………･………･３３

物原帰属不明個体数.…･……………………･…５１

土器観察表･……………………･……･……77～８７

資料の詳細……………･………………･………･９１

蛍光Ｘ線分析による山茶碗と粘土の主成分元素

(単位:％)と微量元素(単位:ppm）…………９１

各古窯跡焼土の焼成年代推定値………………９３

九石古窯跡群(鎌倉時代前半山茶碗)出土炭化

材樹種同定結果……..……………………･……9５

第15表

第16表

図版目次

図版’九石古窯跡群遠景･全景

図版２９号古窯跡(ＭＩ８）

図版３９号古窯跡(新)(ＭＩ９新）

図版４９号古窯跡(古)(ＭＩ９古）

図版５１０号古窯跡(MIlO）

図版６１１号古窯跡(MIll）

図版７物原断面･遺物出土状況･粘土溜ｌ

図版８轆轤ピットｌ～３．平場遺構１．廃棄土坑1,2.粘

土溜３

図版９窯内(ＭＩ３ＭＩ９古)出土遺物

図版１０窯内(ＭＩ９新･MIlO)出土遺物

図版１１窯内(MIll)･物原(ＭＩ８）出土遺物

図版１２物原(ＭＩ９古－１）出士遺物

図版１３物原(ＭＩ９古－２．Ｍ１９新)出土遺物

図版１４物原(Ｍ１10.Ｍm)出土遺物

図版１５物原(帰属不明)出土遺物

図版１６物原(帰属不明ｌＳＸ２出土遺物

図版ｌ７ＳＫＬＳＫ２・ＳＸ３,４出土遺物

図版ｌ８ＳＫ２ＳＫ３・ＳＫ８出土遺物

図版ｌ９ＳＫ８Ｐｉｔ８掘抜排士出土遺物

図版２０九石古窯跡群出土炭化材樹種



第１節調査に至る経緯１

第１章調査の経緯

第１節調査に至る経緯

九石古窯跡群は土岐市泉町久尻に所在する。土岐市泉町において中央自動車道と東海環状自動車道

を結ぶジャンクション建設工事（中央自動車道西宮線土岐JCT工事）が日本道路公団により計画され

た。工事予定地内には九石８号古窯跡の存在が知られており、事前に発掘調査を行うこととなった。

２００１（平成13）年３月９日、岐阜県教育委員会社会教育文化課文化室、土岐市教育委員会、（財）岐

阜県文化財保護センターにより現地踏査を行い、九石８号古窯跡（１基、1,000㎡）を発掘調査の対象

とした。

発掘調査は、日本道路公団による中央自動車道西宮線土岐JCT工事に伴うものである。２００１（平成

13）年に日本道路公団から岐阜県教育委員会が委託を受け､(財)岐阜県文化財保護センターが実施し

た。

第２節発掘調査の経緯

発掘調査は2001（平成13）年６月５日より開始し、２００２（平成14）年３月15日をもって終了した。

九石古窯跡群は当初８号古窯跡のみが周知きれていたが、伐採後の地形確認により古窯跡が複数存

在する可能性が認識きれた。その根拠は次の３点である。（１）窯の前庭部と思われる平坦面が通常一

基の窯の場合よりかなり広い（幅約20ｍ、通常は幅約５ｍ)。（２）物原が広い平坦面に対応した範囲全

体（幅約20ｍ）に広がっている。（３）窯体の痕跡の可能性がある地形変化（斜面に沿った細長い窪地）

が数か所認められる。古窯跡の数を早急に把握するため､調査開始前に磁気探査を行うこととなった。

発掘調査に先立ち、現況の地形測量（第２図)、グリッド設定、磁気探査を行った。

グリッドの設定は国士座標によらず、現況の地形に沿った任意の座標軸を設定した。これは作業効

率と安全面の配慮による。そして座標軸を基準に調査区全体を網羅する５ｍ四方のグリッドを割り付

け、東西方向に１～７（算用数字)、南北方向にＡ～』（アルファベット、掘削範囲はＢ～J、Ａは範囲

外）を割り当てた。そして算用数字とアルファベットを組み合わせたグリッド名（「１Ａ」「２Ｂ」な

ど）を呼称することとした。

磁気探査はグリッドを基準に測定した。磁気異常ポイントの分布状況から、４基の古窯跡の存在が

想定きれた（第１図)。磁気探査結果を検証するため、トレンチ掘削による確認調査を行った。磁気探

査同様、４基の古窯跡の被熱した窯壁の平面プランが確認された（第２図)。

磁気探査とトレンチによる確認調査の結果を踏まえて、平成14年度岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討

委員会を開催し、古窯跡４基の本発掘調査が必要であると判断した。

４基の古窯跡の遺構番号は、北端の古窯跡が周知の８号古窯跡であることから、北から南へ順に

８，９，１０，１１号古窯跡とした。そして九石古窯跡群を「Ｍ１」の略号を用いて表記することとし、８～
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第１図磁気探査の結果（磁気異状分布図）

１１号古窯跡をそれぞれＭ１８～MI11と表記することとした。

窯体以外の遺構名は、検出時の規模等により遺構の性格を想定し、遺構記号と通し番号で表した。

遺構の掘削は、窯体は腐葉土および流士を重機により掘削した後、人力掘削にて検出、遺構掘削を

行い、平坦面（前庭部）および物原はすべての作業を人力で行った。窯体部分は重機掘削後、人力に

より平面プランを検出し、窯体を縦断する主軸を設定した。

一方、平坦面、物原は人力で腐葉土を除去した後、窯体の主軸の延長上にトレンチを設定した。こ

のトレンチは窯番号を用いてそれぞれ８Ａ～11Ａトレンチとした。窯番号に「Ａ」の文字を加えてト

レンチ番号とした。以後トレンチを新たに設定した際に「８Ｂトレンチ｣、「８Ｃトレンチ」と呼称して

いく予定であったが、実際にはＡトレンチのみが設定された。

窯内出土遺物は燃焼室、焼成室に分けて取り上げた。物原出土遺物は、トレンチの両側幅約50cmに

関してはトレンチ断面図に従って詳細に取り上げた。トレンチ内出土遺物は、明確な分層以前の取り

上げで、多くをトレンチー括で取り上げた。トレンチ以外の物原出土遺物は、おもにグリッＦ単位で

層位ごと（必ずしもトレンチ断面図と対応しない）に取り上げた。

窯体の完掘状況をラジコンヘリコプターによる空中写真測量（縮尺ｌ／40）により図化.記録した。

その他の遺構や物原セクションなどは主にｌ／２０，１／１０の縮尺で図化した。

出土した粘土、炭化材の科学分析、各古窯跡の残留磁気測定（パレオ・ラボに委託）を行った。

遺構のうち、轆轤ピット１（Pit8）は、残残存状態も良好だったため、保存処理を行うため遺構の
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